
2020年度・2021年度  

地層処分事業に係る社会的側面に関する研究支援事業Ⅱ 

第 3回 運営委員会  

 

日時：2020 年 12 月 7 日（月）13:00～18:00 

実施方法：web会議 

 

議事次第 

１ 中間報告の進め方等 

２ 中間報告 

(1) 13:15-13:45 宇都宮共和大学 「地層処分の超長期的影響に関する世代間

正義と民主的合意形成の法哲学的・法政策論的基盤構築」 

(2) 13:45-14:15 東京理科大学 「情報・コミュニケーションによる選好変容と世論

形成に関する社会科学的分析」 

(3) 14:15-14:45 東京大学 「NIMBY施設に対する態度形成過程の実証的分析：

個人と社会、受益者と受苦者の意識の相違・共有に着目して」 

(4) 15:00-15:30 日本大学 「「パートナーシップ型」合意形成モデルによる地層処

分事業における考慮要素の特定をめぐる法的研究」 

(5) 15:30-16:00 関西学院大学 「地層処分施設のための段階的・協調的アプロ

ーチの実践にむけた実証的研究：国民的議論の公正な進め方」 

(6) 16:10-16:40 青山学院大学 「環境文学にみる対話のパラダイム：地層処分

を話し合う<共通語>を求めて」 

(7) 16:40-17:10 早稲田大学 「社会啓発と科学コミュニケーター育成を念頭に置

いた「地層処分事業」への知的興味を向上させる教育プログラ

ムの研究」 

(8) 17:10-17:40 静岡大学 「受容から合意に至る Argumentデザインとその検

証」 

３ 中間報告のまとめ 

 

 

 

 

 

 



配布資料 

・議事次第 

・委員名簿 

・資料１ 中間報告資料一式 

 


